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五
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平
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年

四

月

十

三

日

発

行

【年度替わりの人事異動について】

＜転退職＞
・今辻 美恵子（理科）退職

・西仲 則博 （数学）退職 近畿大学へ異動

＜新着任＞
・市橋 由彬 (理科） ・荘司 雅規 (数学)

４月８日（水）入学式
男子７９名・女子７９名
の新入生を迎えました。

【

四

月

】

日

第

六

十

九

回

入

学

式

8

日

身

体

測

定

9

日

部

活

動

紹

介

・

生

徒

会

旧

部

会

13

日

内

科

検

診(

三

年)

14

日

眼

下

検

診

検
尿

16
日

全
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

役
員
推
薦
委
員
会

17
日

５

組

新

入

生

歓

迎

会

20

日

三

年

全

国

学

力

学

習

状

況

調

査

21

内

科

検

診(

二

年)

日

生

徒

会

意

見

発

表

会

・

投

票

22

日

歯

科

検

診

23

日

新

旧

評

議

員

会

一

年

心

電

図

24

日

生

徒

会

新

部

会

27

日

奈

良

め

ぐ

り

（

全

学

年

）

28

日

耳

鼻

科

検

診

30

総

合

テ

ス

ト

①(

三

年)

【

五

月

】

１

日

開

校

記

念

日

（

休

み

）

日

部

活

動

発

足

会

7

日

一

年

・

五

組

内

科

検

診

8

日

奈

良

市

民

体

育

大

会

10

日

育

桜

会

・

教

育

後

援

会

総

会

13

日

前

期

認

証

式

・

生

徒

総

会

14

～

日

三

年

沖

縄

修

学

旅

行

16

19（

・

日

振

替

休

日

）

20

21

～

日

二

年

臨

海

実

習

19

21（

日

疲

労

回

復

３

限

か

ら

登

校

）

22

・

日

一

年

野

外

実

習

24

25（

日
振

替

休

日

）

26

日

五

組

授

業

参

観

会

29【

六

月

】

１

・

２

日

中

間

テ

ス

ト

３

日

評

議

員

会

①

日

生

徒

会

リ

ー

ダ

ー

研

修

会

６８
～

日

４

回

生

教

育

実

習

19

日

ス

ポ

ー

ツ

デ

イ

（

鴻

ノ

池

）

12

日

市

中

学

校

総

合

体

育

大

会

14

日

宿
泊
行
事
報
告
会
・
全
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

23

～

７

月

２

日

期

末

テ

ス

ト

30【

七

月

】

２

日

評

議

員

会

②

日

五

組

校

外

学

習

10

日

五

組

Ｐ

Ｔ

Ａ

14

(

午

後)

・

日

期

末

懇

談

（

全

日

）

14

15

16

日

終

業

式

・

大

掃

除

17

※ 急 な 予 定 変 更 を す る 場 合 も ご ざ い ま す 。 ご 容 赦 く だ さ い 。

本
年
度
の
学
年
編
成
・
お
も
な
校
務
分
掌

主 任 １ 組 ２ 組 ３ 組 ４ 組 ５ 組 学 年 付

１年 奥原 小嶋 吉岡 冨山 市橋 大谷 川合 有馬 小倉

２年 佐古田 中嶋 若森 山本 長友 金川 松田 荘司

３年 佐藤 佐竹 葉山 岸田 吉田 福嶋 竹村 川畑 成田

【
企

画

委

員

会
】

校
長
（
松
川
）
・
副
校
長
（
谷
口
）
・

主
幹
（
尾
本
）
・
教
務
主
任
（
松
田
）
・

中
嶋
・
冨
山
・
大
谷
・
吉
田

【
校
務
分
掌
】

教
務
部

◎
松
田
（
校
務
管
理
）
葉
山

山
本
（
広
報
）
荘
司

文
化
部

◎
若
森

中
嶋

金
川

生
活
部

◎
有
馬

佐
古
田

小
倉

吉
田

長
友

市
橋

岸
田

図
書
部

◎
川
畑

（
佐
久
間
）

整
美
部

◎
吉
岡

奥
原

成
田

保
体
部

◎
佐
藤

川
合

福
嶋

研
推
部

◎
竹
村

小
嶋

冨
山

大
谷

佐
竹

よ
く
考
え
て

学
校
長

松

川

利

広

私
は
、
常
々
、
生
徒
に
「
始
ま
る
と
き
は
、
始
め
る
と
き
だ
」
と
い
う
話
を
し
て
い
ま
す
。

「
始
ま
る
」
に
対
し
て
「
始
め
る
」
は
助
詞
「
を
」
を
伴
う
目
的
語
を
と
り
ま
す
。
こ
の
目
的

語
を
と
る
過
程
に
お
い
て
、
動
作
主
（
行
為
者
）
の
主
体
性
と
意
志
が
作
用
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

例
え
ば
、
「
一
学
期
が
始
ま
る
と
き
に
、
一
週
間
に
一
冊
の
読
書
を
始
め
る
」
、
「
読
書
の
時

間
が
始
ま
る
と
き
に
、
茨
木
の
り
子
の
詩
集
を
読
む
」
と
い
う
場
合
、
水
泳
、
ピ
ア
ノ
、
英
会

話
な
ど
の
様
々
な
候
補
の
中
か
ら
「
一
週
間
に
一
冊
の
読
書
」
を
、
ま
た
、
あ
ま
た
の
本
の
中

か
ら
「
茨
木
の
り
子
詩
集
」
を
選
択
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
「
始
め
る
」
に
は
、

動
作
主
（
行
為
者
）
の
選
択
と
い
う
主
体
性
と
そ
れ
を
遂
行
し
よ
う
と
す
る
強
い
意
志
が
内
包

さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

新
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
の
で
、
私
は
、
一
週
間
に
一
冊
、
誰
か
の
詩
集
を
読
む
こ
と
を
始

め
ま
し
た
。
そ
し
て
、
読
ん
だ
詩
の
中
か
ら
お
気
に
入
り
の
一
編
を
校
長
室
の
ド
ア
に
掲
げ
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

先
週
の
詩
は
茨
木
の
り
子
の
「
汲
む
」
で
し
た
。
そ
れ
は
、
次
の
行
が
私
の
心
を
と
ら
え
た

か
ら
で
す
。初

々
し
さ
が
大
切
な
の
／
人
に
対
し
て
も
世
の
中
に
対
し
て
も
／
人
を
人
と
も
思

わ
な
く
な
っ
た
と
き
／
堕
落
が
始
ま
る
の
ね

あ
ら
ゆ
る
仕
事
／
す
べ
て
の
い
い
仕
事
の
核
に
は
／
震
え
る
弱
い
ア
ン
テ
ナ
が
隠

さ
れ
て
い
る

私
が
、
詩
集
を
読
み
、
お
気
に
入
り
の
詩
を
掲
げ
る
こ
と
を
始
め
た
の
は
、
附
中
生
一
人
一

人
が
、
自
ら
の
意
志
で
図
書
室
を
訪
れ
る
き
っ
か
け
の
一
つ
に
な
れ
ば
と
い
う
願
い
か
ら
で
あ

り
ま
す
。
自
ら
の
手
で
本
を
選
び
、
読
書
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
「
本
を
読

め
」
と
い
う
命
令
形
で
は
な
く
「
本
を
読
も
う
」
と
い
う
未
然
形
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

話
題
は
変
わ
っ
て
、
今
、
附
中
の
図
書
室
は
、
新
し
い
学
び
の
空
間
に
生
ま
れ
変
わ
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。
教
育
後
援
会
の
支
援
を
受
け
、
奈
良
県
産
材
を
使
用
し
た
木
質
化
が
進
ん
で
い
ま

す
。
部
屋
に
入
る
と
、
ほ
の
か
な
木
の
香
り
と
木
の
ぬ
く
も
り
が
温
か
く
迎
え
て
く
れ
ま
す
。

背
の
高
い
鉄
製
の
書
架
は
撤
去
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
以
前
に
比
べ
て
広
々
と
し
た
空
間
が
創
出

さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
こ
の
空
間
は
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
や
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ
ン
ズ

（
学
び
の
共
同
体
）
を
誘
発
・
演
出
し
、
「
受
信
・
発
信
・
交
信
」
の
知
の
拠
点
と
し
て
進
化

し
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

そ
の
た
め
に
は
、
そ
こ
に
集
う
一
人
一
人
が
「
子
曰
く
、
学
び
て
思
は
ざ
れ
ば
則
ち
罔
（
く

ら
）
し
、
思
ひ
て
学
ば
ざ
れ
ば
則
ち
殆
（
あ
や
）
ふ
し
。
―
（
他
人
に
な
ら
い
学
ぶ
ば
か
り
で
、

自
分
の
心
で
思
い
め
ぐ
ら
し
考
え
る
こ
と
を
し
な
い
と
、
も
の
ご
と
の
道
理
を
は
っ
き
り
と
つ

か
む
こ
と
が
で
き
な
い
。
（
反
対
に
）
自
分
の
頭
で
考
え
て
い
る
ば
か
り
で
、

人
か
ら
学
ぶ
こ
と
を
し
な
い
で
い
る
と
、
危
険
で
あ
る
―
」
の
真
意
を
会
得

し
、
そ
の
体
現
に
努
め
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

ふ
と
、
か
つ
て
椋
鳩
十
記
念
館
（
鹿
児
島
県
・
姶
良
市
）
を
訪
れ
た
と
き
、

壁
に
掲
げ
て
あ
っ
た
中
田
喜
直
の
「
よ
く
考
え
て
」
と
い
う
色
紙
の
言
葉
を

思
い
出
し
ま
し
た
。
か
の
福
沢
諭
吉
は
、
十
四
、
五
歳
（
今
の
中
学
生
）
に

な
っ
て
か
ら
本
格
的
に
読
書
を
始
め
た
人
で
す
。
今
か
ら
で
も
遅
く
は
あ
り

ま
せ
ん
。
よ
く
考
え
る
、
自
分
ら
し
い
読
書
人
を
始
め
ま
し
ょ
う
。




